
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

学校関係者評価

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価

〇全職員による共通理解と共通実
践
  ・授業力向上を目指した改善

○校内研究を通して授業力が向
上した教師８０％以上

・各学年部で授業公開を行い、研
究会を通して授業力の見直しと改
善を行う。

Ａ

・「校内研究を通して、自分の授業力が
向上した」と回答した職員９0%。
・２学期以降は「聴いて考えてつなげる」
授業の公開を各グループで行い、授業
力向上を目指す。

Ａ

・校内研究を通して、自分の授業力が向
上したと回答した職員95％。中間から５％
上昇。
・各グループの公開授業やクラスごとに
公開した授業の取組は、授業力向上につ
ながった。

Ａ 知育成部

○児童が主体的に学ぶ授業の実
践

○「友達との対話的な学習を通し
て、自分の考えを深めたり広げた
りすることができていると思う」と回
答した児童８０％以上
○「学習に対して粘り強く取り組む
ことができた」と回答した児童８
０％以上

・校内研究の「聴き方・話し方」の
ステップ表を活用しながら児童同
士が「つなげる」対話的な授業づく
りに取り組む。
・「学びのプラン」を活用し、自己
の学びを振り返る場や調整する場
を設定する。

Ａ

・「授業で学習課題やめあてに対して粘
り強く取り組むことができた」と回答した
児童９２％。
・「友達と考えを伝え合う活動を通して、
自分の考えを深めたり広げたりすること
ができた」と回答した児童８８％。
・聴き方・話し方のステップ表を活用し、
児童同士が「つなげる」対話的な授業づ
くりに取り組む。

Ａ

・「授業で学習課題やめあてに対して粘り
強く取り組むことができた」と回答した児
童９１％。
・「友達と考えを伝え合う活動を通して、自
分の考えを深めたり広げたりすることが
できた」と回答した児童８７％。児童同士
で伝え合う活動を行ったことが、自分の考
えを深める機会につながったと考える。

Ａ 知育成部

●児童生徒が、自他の生命を尊重
する心、他者への思いやりや社会
性、倫理観や正義感、感動する心
など、豊かな心を身に付ける教育
活動

〇「クラスの仲間の誰かが失敗し
たり、困ったりしているときに、声を
掛けたり助けたりすることができ
る」と回答する児童９０％以上

・子ども理解を基盤とした人的環
境のユニバーサルデザインを基
盤にした学級づくりを行う。
・縦割り活動での異学年交流や学
級・学校全体でのぽかぽか貯金
の取組を行う。

Ａ

・「クラスの仲間の誰かが失敗したり、
困ったりしているときに、声を掛けたり助
けたりすることができる」と回答した児童
９１.２％
・児童を中心とした異学年交流や学級・
学年、学校での取組が充実できた。

Ａ

・「クラスの仲間の誰かが失敗したり、
困ったりしているときに、声を掛けたり助
けたりすることができる」と回答した児童８
９.６％
・児童を中心とした異学年交流や学級・学
年、学校での取組を工夫しながら充実で
きた。

Ａ 心育成部

●いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

〇「いじめ防止等について組織的対応
ができている」と回答した職員９０％以
上
〇「学校が楽しい」と回答する児童９
０％以上

・いじめアンケートやほのぼのアン
ケート、教育相談月間の取組を実施
し、いじめの早期発見に努める。
・職員会議や連絡会で児童情報を共
有し、共通理解のもとに組織で対応
する。
・年２回ＱＵテスト及び研修会を実施
する。

Ａ

・「いじめ防止等について組織的対応が
できている」と回答した職員１００％
・「学校が楽しい」と回答した児童９４.
９％
・組織的にアンテナを立てながら情報収
集し、児童理解に努め、情報共有と丁寧
な対応ができた。

Ａ

・「いじめ防止等について組織的対応がで
きている」と回答した職員１００％
・「学校が楽しい」と回答した児童９６％
・組織的にアンテナを立てながら情報収
集し、児童理解と共通理解を図り、組織
的に対応ができた。

Ａ
心育成部
体育成部

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、
その実現に向けて意欲的に取り組
もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認
めてくれていると思う」と回答した
児童９０％以上
●◎「将来の夢や目標を持ってい
る」について肯定的な回答をした
児童９０％以上
●教育活動全体を通して、自己肯
定感を高め、児童の自主性を生か
す活動を仕組む。

・未来を切り拓いていくための資
質・能力を育む授業づくりに関す
る校内研修の実施。
・教育活動全体を通して、自己肯
定感を高め、児童の自主性を生
かす活動を仕組む。

Ｂ

・「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童８８.５％
・「将来の夢や目標を持っている」と回答
した児童９４.５％
・児童と教師のよりよい関係づくりについ
て研修及び情報共有に努める。

Ａ

・「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童９３.２％
・「将来の夢や目標を持っている」と回答
した児童９５％
・児童と教師のよりよい関係づくりについ
て研修及び情報共有に努め、実践するこ
とができた。

Ａ
心育成部
知育成部

●運動習慣の改善や定着化
●授業以外で運動やスポーツなど
体を動かす時間を１週間で４２０分
以上の児童８０％以上

・年に２回以上スポーツフェスタを
催し、朝や２０分休み、昼休みに
外で運動する機会を増やす。
・職員も児童の遊びに関わり、学
級で外で遊ぶ雰囲気を作る。

Ｂ

・「１週間に４２０分以上体を動かしてい
る」と回答した児童７０%。
・例年以上の暑さが続き休み時間に外
へ行けないことが原因の一つと考える。
・週に１回程度の室内遊びを企画する。

Ｂ

・「１週間に４２０分以上体を動かしてい
る」と回答した児童７９%。
・「スポーツや外遊びに元気に取り組んで
いた」と回答した保護者７６%。
・体育の学習において、みんなで楽しく体
を動かす機会を設けるように努める必要
がある。

Ｂ 体育成部

○歯科保健の充実
○「１日３回以上歯みがきをしてい
る」と回答する児童８５％以上

・給食後の歯みがきタイムを全校
で実施する。
・歯と口の健康に関する保健だよ
りや掲示物を作成し、児童と保護
者が歯科保健の知識を増やす手
立てを行う。

Ａ

・「1日に3回以上歯みがきをしている」と
回答した児童８９．９％。
・歯科衛生士と学校歯科医からの講話
やブラッシング指導、歯みがき大会を実
施。
・２学期以降も３回の健康タイムで関心
を高める。

Ａ

・「1日に3回以上歯みがきをしている」と
回答した児童87.4％。
・３回の健康タイムを実施し、歯と口の健
康への関心を高めることができた。

Ａ 体育成部

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、
職員1人当たりの年次休暇の取得
日数１４日以上

・定時退勤日の設定
・超過勤務時間が月４５時間、年
間３６０時間を超えないよう月ごと
に集計結果を回覧で知らせ、啓発
する。

Ａ

・「業務の効率化は進んできている」と回
答した職員８５％。
・夏季休業中に、教職員が休暇を取得し
やすい環境を整備した。

Ａ

・「業務の効率化は進んできている」と回
答した職員８６％。
・電話対応の縮減や服務管理システムの
活用に努めた。冬季休業中は教職員が
休暇を取得しやすい環境を整備した。

Ａ 教務部

○タイムマネジメント・タスクマネジ
メント能力の向上

○月の時間外在校等時間が４５時
間を超える職員の割合３０％以下

・仕事に優先順位をつけ、ゴール
を決めて、計画的に効率よく取り
組む。
・限られた時間でいい仕事をする
という働き方に対する教員の意識
向上を図る。

Ａ

・月の時間外在校等時間が４５時間を超
える職員の割合１６％。
・「タイムマネジメントを意識して業務に
取り組むことができた」と回答した職員８
５％。

Ａ

・月の時間外在校等時間が45時間を超え
る職員の割合１２％。
・「タイムマネジメントを意識して業務に取
り組むことができた」と回答した職員８
１％。

Ａ 教務部

●特別支援教育
の充実

○特別支援教育に関する教員の
専門性と意識の向上

〇「支援を要する児童のニーズに
応じた取組を行った」と回答した教
員９０％以上

・特別支援に関する研修会の実施
・年５回の子ども支援会議とケー
ス会議の開催、関係者間で情報
共有を図る。

Ａ

・支援を要する児童のニーズに応じた取
組を行ったと回答した職員１００％。今後
も支援会議等で共有した情報を児童支
援に生かしていく。

Ａ

・「支援を要する児童のニーズに応じた取
組を行った」と回答した職員１００％。
・「友達に対してぽかぽか言葉をつかった
り、思いやりのある声かけができた」と回
答した児童９２.８％。
・支援会議等で、共有した情報を児童支
援に生かし、職員間の共通理解を図っ
た。

Ａ 心育成部

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果
評
価

意見や提言

○地域との連携
の充実

○家庭・地域との連携・協働を強め
る学校づくり

○地域行事への参加を促進し、
「地域の行事に進んで参加した」と
回答した児童7０％以上

・地域と連携を取り、「むつみ会」
「ゴジラの会」「地域子ども教室」等
の活用を拡大する。
・放送や学校便り、ホームページ
等で保護者や児童に地域行事を
周知し、積極的な参加を促す。

Ｂ

・地域行事への参加を促進し、「地域の
行事に進んで参加した」と回答した児童
６７.７％。
・地域子ども教室等について学校で広報
活動を行い、児童の積極的な参加を促
す。

Ｂ

・「地域行事に進んで参加した」と回答し
た児童６８.７％。
・放送や学校便り、ホームページで保護
者や児童に地域行事を周知し、広報活動
を行いながら、児童の参加意欲を高める
ことが必要。

Ｂ 教務部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職
員の働き方改革
の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者中間評価 最終評価

●学力の向上

・先生同士で研究し合い、授業力を高め合うことで、同じレベルの授業を全ての児童が受けることができ、すばらしいと思う。
・最終評価の達成度はすばらしい。今後も児童たちのために重点取組内容の評価を維持できるよう尽力してほしい。
・先生方の研究熱心さに感謝。
・中間評価から５％も上昇していることはすばらしい。授業力向上が児童の学習意欲にさらにつながることを期待したい。
・校内研究を軸とした授業改善が継続的に行われており、子ども同士の対話的な学びや学習課題に粘り強く取り組む姿勢が着実に育っていると思う。
・今後とも教員がもっている力を十分に発揮できる環境づくりを。

・主体的な学びの実践が約９割の児童でできていることはいい。残り約１割の児童は理解が追い付いていない状況が考えられる。この児童たちをどう引き上げるかが課題。
・最終評価の達成度はすばらしい。今後も児童たちのために重点取組内容の評価を維持できるよう尽力してほしい。
・成果指標に対する評価はＡとなるが、「主体的に学ぶ」と成果指標の関連を確認する必要があると思う。
・授業参観では、友達を手助けしたり、教え合ったりする姿勢が見られ、学習に積極的に取り組む児童が多いと思った。
・学習の見通しをもたせる工夫や「つなげる学び」によって、子どもたちが自ら考えを深める経験が増えている点を高く評価する。今後は、学習データの分析をさらに活用し、学年・個人の傾向に応じたきめ細かな支援につなげるとより効果が高まると考え
る。
・児童が主体的に学びに取り組むことが重要。

意見や提言

・どの学年もそれぞれ成長が見られる。言葉遣いが気になる点もあり、今後はその点を意識してほしい。
・最終評価の達成度はすばらしい。今後も児童たちのために重点取組内容の評価を維持できるよう尽力してほしい。
・仲間を思いやり、手を差し伸べている子を目にする機会が多く、ひびき活動など学校全体での取組の成果が感じられる。
・異学年交流や縦割り活動、「ぽかぽか貯金」など、日常的に他者への共感を育む取組が豊かに展開されており、子どもたちの優しさや思いやりの心が学校全体に根付いている。学級経営の安定と学校への安心感の醸成に非常に大きな意義があると感
じる。今後は、子ども自身が自分の成長を振り返る機会を増やすことで、自己肯定感のさらなる向上にもつながると考える。

・いじめではないかと思われる事案も先生方がすぐ対応されていると思う。
・最終評価の達成度はすばらしい。今後も児童たちのために重点取組内容の評価を維持できるよう尽力してほしい。
・信頼関係が厚いと思う。
・ＳＮＳの普及により、いじめ問題も複雑になっていると思う。数値目標達成で良しとならないで、学校、保護者、地域全体で取り組む努力を続けたい。
・アンケートや教育相談を通して、組織的に情報を共有しながら迅速に対応する姿勢が徹底されていると思う。子どもたちの安心・安全を守るための体制が確立している点を高く評価する。また、学校の分かとして「困りごとを一人にしない」姿勢が定着して
いると感じる。引き続き、情報共有の仕組みづくりと職員間の共通理解を丁寧に積み重ねていくことを期待する。
・児童が守られていると感じる学校づくりを。

・児童と先生方の関係性は良好であると思われる。児童一人一人も将来について何らかの夢や目標を明確ではなくても抱いているように見受けられる。
・最終評価の達成度はすばらしい。今後も児童たちのために重点取組内容の評価を維持できるよう尽力してほしい。
・今後も将来の夢、目標に向かって頑張っていくよう導いてほしい。
・先生方が子どもたちの会話を大切にされ、何気ない会話の中にもその子を認め、自己肯定感を高めるような接し方をされていると感じる。
・子どもたちが「自分の良さを認めてもらえている」と実感し、将来の夢や目標を肯定的に語れる環境が整っていると思う。子どもが「自分の成長可能性を信じられる」経験は、中長期的な学習意欲にもつながる。今後は、キャリア教育の視点を取り入れ、地
域の大人との交流や社会とのつながりをより可視化することで学びの意味付けがさらに深まると考える。
・児童が認められる環境の維持を。

学校名 佐賀市立若楠小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展

望

・学校運営協議会において今年度の学校教育について評価をお願いしたところ、９項目において、「Ａ十分達成できている」の評価をいただいた。これらは全職員で取り組んだ成果だと考える。更に質の高い学校教育を目指して、学力の向上、心の教育、特別支援教育の充実には継続して取り組み、運動習慣の改善、地域との連携については、学校運営協議会からの意見や助言等も参考にしながら、対策を講じながら十分達成を目指していく。
・今後も「学びのプラン」の活用を継続しながら資質・能力の育成を明確化し、「あたたかい聴き方やさしい話し方」を基盤とした子ども主体の授業や授業研究を推進していく。
・ユニバーサルデザインを基盤にしたあたたかい集団づくりを行い、教師が児童一人一人のよさを認め、成長へとつながる生徒指導を目指す。
・コミュニティ・スクールとして、学校運営協議会を軸として地域との協働を深めつつ、学校運営及び教育活動を更に推進していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校運営協議会において学校教育について評価をお願いしたところ、８項目において、「Ａ十分達成できている」の評価をいただいた。これらは全職員で取り組んだ成果だと考える。更に質の高い学校教育を目指して、学力の向上、心の教育、特別支援教育の充実には継続して取り組み、運動習慣の改善、業務改善、地域との連携については、学校運営協議会からの意見や助言等も参考にしながら、対策を講じながら十分達成を目指してい

く。

・「学びのプラン」の活用を継続しながら資質・能力の育成を明確化し、「あたたかい聴き方やさしい話し方」を基盤とした子ども主体の授業や授業研究を推進していく。

・ユニバーサルデザインを基盤にしたあたたかい集団づくりを行い、教師が児童一人一人のよさを認め、成長へとつながる生徒指導を目指す。

２　学校教育目標
「夢をもち、明るく笑顔で生き生きとチャレンジする児童の育成」

　　～たくましく　ゆたかに　ひびけ　われら若楠～

３　本年度の重点目標

○ともに学び合い、認め合いながら学びを深める子ども

○元気なあいさつ、言葉かけができる子ども

○あきらめず、前向きにチャレンジする子ども

・土日に習い事を入れる等で参加できない児童もいる中で、地域側としても行きたくなるような行事を考えたい。むつみ、ゴジラの会は学校と連携して今後も児童と関わりたい。
・児童の回答が、最終評価で１％伸びたことは評価できる。地域行事に関しては、学校においても、地域コミュニティを知ってもらう機会をもう一歩踏み出してもらいたい。まずは、地域の人々のパーソナリティを知れる広報活動などに力を入れることを提言し
たい。（学校だよりに地域の人の人物紹介ミニコーナーを作る等）
・他の学校区では地域行事の参加率はどうだろうか。６０％後半の割合が相対的にどうか、その視点からの評価もありかと思う。
・児童は積極的に参加希望があるものの、保護者の方で自粛されていることがあるようだ。
・地域活動を提供する側として、より積極的に子どもたちとの会話を楽しみ、魅力ある内容を今後も考えたい。学校、家庭の協力あってこその地域活動の充実なので、感謝を忘れず、相互協力で今後も向上を図っていきたい。
・地域行事への参加促進や地域子ども教室などの取組に力を入れておられ、地域との接点を広げる努力が感じられる。一方で、保護者の生活状況や参加可能性の差が大きく、参加率向上が難しい点も理解できる。学校の広報方法の工夫や行事の選択
肢を増やすことで、無理のない範囲で地域とのつながりを深められる可能性を感じる。また、地域側のニーズ調査を行うなど、双方向のコミュニケーションを強化することで、参加へのハードルがさらに下がるのではないかと考える。
・地域行事について学校でのさらなる広報を。

・若楠の児童は、外や室内でも体を動かす遊びが好きな子が多いと思う。
・２月のマラソン大会の長距離走は、良い取組だと考えている。走る動作は誰でもできるので、そこで身体と心と向き合ってほしい。ダンス（踊り）をする子どもたちも多いので、一緒に同じ動きをする楽しさを学びの中でつかむような方針も期待したい。
・運動と健康のつながりを児童が理解できるように伝えていく。その方法を考えていくことも必要なように思う。
・結構運動している児童は多いようだが、土日に集中していないだろうか。
・放課後、学校に遊びに来て体を動かしている子は、どのくらいいるのだろうか。体力測定の結果は、運動習慣に影響しているのだろうか。
・学校として様々な工夫が見られるが、気候や環境の影響もあり、十分な運動時間の確保が難しい状況が続いている。現状の努力を評価しつつも、学校、保護者、地域の協働によって多様な運動経験を補完する仕組みづくりを期待する。たとえば、室内で
できる簡易運動プログラムの開発など。
・難しい取組だが、粘り強く対応してもらいたい。

・歯に関しては、問題なし。
・最終評価の達成度はすばらしい。今後も児童たちのために重点取組内容の評価を維持できるよう尽力してほしい。
・歯磨きの習慣はよくできている。
・１日３回の意識は定着しているので、家庭との連携を図りながら、取組を継続してもらいたい。
・歯磨き指導についての意識を強化するため、家庭、保護者との更なる連携強化が望まれる。

・対応しなければならない業務が多い中、質を下げずに効率化に努められている姿に頭が下がる思い。
・最終評価の達成度はすばらしい。今後も児童たちのために重点取組内容の評価を維持できるよう尽力してほしい。
・教職員の勤務の正しい在り方についてＰＴＡ代表者等に伝えていくことが肝心だと思う。
・業務の効率化は仕事量から考えると、86％でも高いと思われる。先生方の努力と体調を崩さない働き方とのバランスをとりながら上手に取り組んでもらいたい。
・教職員の時間外勤務の状況把握やタイムマネジメント意識の向上に向けた具体的な取組が進んでおり、働きやすい環境整備が着実に図られている。働き方改革は学校教育の質全体に大きく影響することから、今後も継続的な見直しと改善が行われることを期待する。
・ワークライフバランスのより一層の向上を図ってもらいたい。

・このまま時間外在校等時間が45時間を超えない業務改革を進めてほしい。
・最終評価の達成度はすばらしい。今後も児童たちのために重点取組内容の評価を維持できるよう尽力してほしい。
・月の残務時間が45時間を超える職員の割合が12％（約１割）とは驚きである。
・タイムマネジメントを意識していても、行事が集中する時期や優先順位がつけられない業務内容があると思われる。上手にコミュニケーションをとりながら、達成度を上げてもらいたい。

・特別支援教育については当校の連携はすばらしい。
・最終評価の達成度はすばらしい。今後も児童たちのために重点取組内容の評価を維持できるよう尽力してほしい。
・支援を必要とする児童への取組はすばらしいと感じる。先生方の協力体制がしっかりできていて、一人一人の対応力が結果に表れている。
・子どもの実態に応じた支援が丁寧に行われ、支援会議を通じた関係者間の情報共有も十分に機能している。インクルーシブな学校づくりに向けた基盤が整っており、個別最適な学びの実現に向けて着実に前進していると評価できる。引き続き、支援方
法の見える化や教材・環境整備の工夫が進むことを期待する。


